
当総研では，毎年，地域住民を対象に金

融行動等に関するアンケート調査を行って

いる。平成15年度は都市的農村（人口３万

人以上20万人未満の市町村を含み，20万人以

上の市を含まない地域）を管内とする２農

協の協力を得て，管内の18歳以上の住民

3,000名に対して調査を実施した（回答数は

1,465件，回収率48.8％）。

本稿では，アンケート調査結果により，

農協を利用している地域住民が日常最も頻

繁に利用する金融機関と世帯の金融資産を

最も多く預け入れる金融機関をどのように

選択しているかについて紹介することにし

たい。以下では組合員世帯別の分析を中心

に行っているが，回答者の75.1％を占める

正組合員世帯については，さらにその中の

属性別の分析も行っている。
（注１）

（注１）ここでの組合員世帯の区分は次の通りであ
る。「正組合員世帯」は世帯に農協の正組合員が
いる世帯，「准組合員世帯」は世帯に農協の准組
合員はいるが正組合員はいない世帯，「員外世帯」
は世帯に農協の組合員がいない世帯である。

（１） 概況

農協の信用事業を利用している割合は，

93.8％と大部分の回答者が利用している。

組合員世帯別にみると，正組合員世帯

（97.1％）と准組合員世帯（91.6％）では９

割を超えており，員外世帯でも76.9％が農

協を利用している。

（２） 最多利用機関と最多残高機関

このように，回答者の大部分は農協の信

用事業を利用しているが，回答者個人が日

常最も頻繁に利用している金融機関（以下

「最多利用機関」）が農協である割合は

65.7％，回答者世帯の金融資産を最も多く

預け入れている金融機関（以下「最多残高

機関」）が農協である割合は54.3％となって

いる（第１表）。

最多利用機関が農協である割合を組合員

世帯別にみると，正組合員世帯では76.3％

と高く，准組合員世帯では49.3％と半数程

度，員外世帯では24.4％と，組合員世帯に

よる違いが顕著である。

さらに正組合員世帯の中でも農協の割合

は年齢によって違いがみられ，70歳以上
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はじめに １　農協信用事業の利用状況



（82.0％）に比べて40歳未満（62.0％）

は20ポイント低い。40歳未満の場

合には地銀・第二地銀の割合が約

３割を占めている。

一方最多残高機関が農協である

割合を組合員世帯別にみると，正

組合員世帯では63.9％と半数を超え

ているが，准組合員世帯は41.4％，

員外世帯では17.3％にとどまってい

る。さらに正組合員世帯の中でも

金融商品残高によって差があり，

500万円未満では７割近くが農協を

利用しているが，500万円以上では

６割弱となっている。

（３） 最多利用機関別にみた最多残高機関

第１図は最多利用機関が農協である回答

者の最多残高機関を示したものである。

「最多利用機関が農協」である回答者のう

ち「最多残高機関も農協」である割合は全

体で75.0％となっている。

組合員世帯別にみると，最多残高機関も

農協の割合は正組合員世帯では76.9％，准

組合員世帯71.0％と７割を超えているが，

員外世帯の場合には56.3％となっている。
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（注）１　最多利用機関の設問と最多残高機関の設問の両方に回答した回答者のみ集計した。以下同じ。         �
２　表側の全体は合計に比べて，正組合員世帯の各属性は正組合員世帯の平均に比べて，３ポイント以上高い場合は色網掛け，３ポ
イント以上低い場合は下線で示した。         

第1表　最多利用機関と最多残高機関（単数回答） 

最多利用機関�

�
郵便局�

最多残高機関�

正
組
合
員
世
帯�

全
体�

回
答
数�

正組合員世帯�

准組合員世帯�

員外世帯�

１８～４０歳未満�
４０～５０�
５０～６０�
６０～７０�
７０歳以上�

１００万円未満�
１００～５００�
５００～１，０００�
１，０００～�

合　　計� １，４０７�

１，０２６�

１４０�

１９７�

９２�
２４９�
３４４�
２４６�
８９�

１２９�
３５８�
２０３�
２６８�

６５．７�

７６．３�

４９．３�

２４．４�

６２．０�
７４．７�
７９．１�
７７．２�
８２．０�

７９．１�
７６．３�
７６．９�
７６．１�

２０．３�

１５．５�

３２．１�

３８．６�

３０．４�
１８．５�
１５．１�
１１．０�
５．６�

１７．１�
１５．６�
１３．３�
１５．３�

７．５�

３．４�

１３．６�

２１．８�

３．３�
３．６�
３．５�
３．３�
３．４�

１．６�
３．４�
３．５�
４．１�

６．４�

４．６�

５．０�

１５．２�

３．３�
３．２�
２．０�
８．５�
９．０�

２．３�
４．８�
５．９�
４．５�

０．１�

０．２�

０．０�

０．０�

１．１�
０．０�
０．３�
０．０�
０．０�

０．０�
０．０�
０．５�
０．０�

�
その他�

地銀・�
第二地�
銀　　�

信金・�
信組・�
労金　�

�
農協�

５４．３�

６３．９�

４１．４�

１７．３�

６０．９�
６３．５�
６５．４�
６３．４�
６５．２�

６９．８�
６７．９�
５９．１�
５９．０�

１８．６�

１５．４�

２６．４�

３１．０�

２５．０�
１５．３�
１５．１�
１３．８�
１１．２�

２０．２�
１４．３�
１８．２�
１３．１�

８．７�

４．６�

１３．６�

２２．８�

４．４�
４．８�
５．２�
３．７�
４．５�

２．３�
３．６�
４．４�
７．１�

１６．４�

１４．７�

１６．４�

２４．４�

９．８�
１４．５�
１３．１�
１７．５�
１８．０�

７．０�
１４．３�
１５．３�
１９．４�

２．０�

１．４�

２．１�

４．６�

０．０�
２．０�
１．２�
１．６�
１．１�

０．８�
０．０�
３．０�
１．５�

�
郵便局�

�
その他�

地銀・�
第二地�
銀　　�

信金・�
信組・�
労金　�

�
農協�

組
合
員
世
帯�

年
齢�

残
高
　
　�

金
融
商
品�

（単位　件，％）

（注）　（　）内は回答数。�
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第1図　最多利用機関が農協の回答者の最多残高機関�
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１．０� ２．２�
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正組合員世帯の中でも金融商品残高によ

って差がみられ，500万円未満では８割を

超えているが，500万円以上では７割程度

と相対的に低い。500～1,000万円未満では

郵便局と地銀・第二地銀の割合が，1,000万

円以上では郵便局の割合が高くなっている。

ちなみに，「最多利用機関が郵便局」で

ある回答者のうち「最多残高機関も郵便局」

である割合は67.8％，同様に地銀・第二地

銀の場合には61.1％，同様に信金・信組・

労金の場合には69 . 8％であり，農協の

75.0％はこれらに比べてやや高い。

（１） 最多利用機関の選択理由

それでは地域住民はどのような理由で最

多利用機関を選択しているのだろうか。第

２表は最多利用機関の選択理由を示したも

のである。

最多利用機関が農協の場合には「店舗が

家に近い」「公共料金等自動引落を利用」

「営農等他のサービスを利用」の割合が４

割を超えている。とくに「店舗が家に近い」

の割合は，農協の選択理由の中で最も高く，

また他の金融機関に比べて農協の割合は高い。

一方，地銀・第二地銀の場合には，「公

共料金等自動引落を利用」が高い点では農

協と共通しているが，「給与・年金等自動

受取を利用」の割合が農協に比べて28.4ポ

イント高く，「店舗が家に近い」の割合が

29.0ポイント低い点で異なっている。前述

したように正組合員世帯の40歳未満層では

最多利用機関が地銀・第二地銀の割合が比

較的高いが，この背景には給与の受取を利

用していることがある。

ここで参考までに調査対象地域の市町村

別に金融機関店舗数に
（注２）

占める農協の店舗数

のシェア（農協店舗数／金融機関店舗数）と，

最多利用機関が農協である割合との関係を

示したものが第２図である。これをみると，

農協の店舗シェアが高い市町村ほど，最多

利用機関が農協である割合が高いという関

係がみられる。
（注３）

農

協の店舗シェアが

高ければ，特定の

地域に店舗が集中

していない限り，

農協の店舗が近く

にある住民の割合

も高くなり，最多

利用機関の選択で

は店舗の近さも重

視されるために，
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（注）１　色網掛けは合計より５ポイント以上高いことを，下線は合計より５ポイント以上低いことを示
す。�
２　表側のその他は省略した。 　　　　　　　　　�
３　回答割合の上位１０位までを示した。 　　　　　　　　　�

第2表　最多利用機関の選択理由（当てはまるものすべて）�

回
答
数�

農協�
郵便局�
地銀・第二地銀�
信用・信組・労金�

合計� １，４４０�

９４６�
９３�
２８８�
１１１�

店
舗
が
家
に
近
い�

４３．８�

５０．５�
４４．１�
２１．５�
４３．２�

借
入
を
利
用�

１９．４�

２２．３�
１．１�
１４．６�
２３．４�

落
を
利
用�

公
共
料
金
等
自
動
引�

４４．６�

４７．７�
２６．９�
４２．７�
３８．７�

ス
を
利
用�

営
農
等
他
の
サ
ー
ビ�

２９．５�

４４．６�
０．０�
１．０�
０．０�

受
取
を
利
用�

給
与
・
年
金
等
自
動�

２９．３�

２２．６�
３３．３�
５１．０�
２６．１�

す
い�

様
々
な
相
談
が
し
や�

１７．１�

２２．３�
７．５�
５．２�
１１．７�

多
い�

職
員
の
訪
問
回
数
が�

１２．９�

１３．４�
３．２�
４．９�
３７．８�

が
い
い�

店
の
雰
囲
気
・
応
対�

８．３�

８．８�
１１．８�
６．３�
７．２�

い�店
舗
が
勤
め
先
に
近�

８．３�

７．１�
７．５�
１２．９�
６．３�

で
き
る�

経
営
が
健
全
で
信
用�

７．７�

６．６�
２３．７�
７．３�
５．４�

（単位　件，％） 

２　最多利用機関の選択理由と
店舗閉鎖時の行動



農協の割合が高くなると考えられる。 （注２）農協，都銀，地銀，第二地銀，信託銀行，
長期信用銀行，信金，信組，労金，郵便局の店
舗の合計。

（注３）重頭ユカリ「地域金融機関としての農協の
ポジション」本誌1999年12月号では，全国747
市町村データを用いた分析の結果，農協の店舗
シェアと貯金シェアの間に高い相関があること
が示されている。

（２） 最多利用機関の店舗閉鎖時の行動

農協を最多利用機関として選択する理由

の１つとして，「家から店舗までの近さ」

をあげる割合が高いが，最多利用機関の店

舗が閉鎖された場合に，利用者はどのよう

な行動をとるのであろうか。第３表にその

結果を示した。これをみると「別の金融機

関と取引する」の回答割合は，最多利用機

関が農協の場合には30.0％と，郵便局の場

合の39 . 8％，地銀・第二地銀の場合の
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資料　日本金融通信社『日本金融名鑑（２００４年版）』，日本
郵政公社ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｄｐｏ．ｊａｐａｎｐｏｓｔ．ｊｐ/）�

（注）１　金融機関店舗数は，農協（調査時点の信用事業を営
む本･支所（店）･出張所の合計），都銀･地銀･第二地銀･
信託銀行･長期信用銀行･信金･信組･労金（平成１５年
３月末の本･支店･出張所の合計），郵便局（平成１６年５月，
日本郵政公社ホームページ掲載の郵便局で簡易郵便局
は除く）の合計。�
２　GとKは,２つの市町村を１つに合算したもの。�

１００�

８０�

６０�

４０�

２０�

０�

〈
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〈金融機関店舗数に占める農協の店舗シェア〉�

（％）�

０� １０� ２０� ３０� ４０� ５０� ６０�
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第2図　農協の店舗シェアと最多利用機関が農協�
である割合との関係　　　　　�
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（注）１　表側の最多利用機関は合計に比べて,最多利用機関が農協の各属性はその平均に比べて, ３ポイント以
上高い場合は色網掛け,３ポイント以上低い場合は下線で示した。�
２　利用農協事業数は,農協が行っている信用,共済,税務等相談,営農指導,農産物販売,生産資材購買,生活
購買,高齢者福祉,旅行センターの９事業のうち回答者が利用している事業の数。   

第3表　最多利用機関の店舗が閉鎖された場合の行動（単数回答）�

回
答
数�

最
多
利
用
機
関
が
農
協�

農協�
郵便局�
地銀・第二地銀�
信金・信組・労金�

正組合員世帯�
准組合員世帯�
員外世帯�

１８～４０歳未満�
４０～５０�
５０～６０�
６０～７０�
７０歳以上�

１～３事業�
４～６�
７事業以上�

親しみが持てる�
親しみが持てない�
どちらともいえない�
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39.7％や信金・信組・労金の場合の42.9％

に比べて低い。

最多利用機関が農協である回答者につい

て組合員世帯別にみると，「別の金融機関

と取引する」の割合はほぼ同程度だが，正

組合員世帯の場合には「同じ金融機関の別

店舗と取引する」，准組合員世帯と員外世

帯では「同じ金融機関の渉外員の定期訪問

を利用」の割合が比較的高い。同様に年齢

別にみると，50歳未満の若年層では「同じ

金融機関のCD・ATMを利用」の利用の割

合が比較的高く，60歳以上の高齢層では

「同じ金融機関の渉外員の定期訪問を利用」

の割合が比較的高いなど年齢によって行動

が異なっている。

また，利用している農協事業数別に「別

の金融機関と取引する」の割合をみると，

１～３事業で35.2％，４～６事業で30.7％で

あるものの，７事業以上になると23.6％と

低くなる。さらに農協への印象（親しみが持

てるか否か）別に「別の金融機関と取引す

る」との回答割合をみると，「親しみが持

てる」と回答した場合には21.6％で，「親

しみが持てない」と回答した場合の40.9％

や「どちらともいえない」の36.4％に比べ

て低くなっている。農協店舗での信用事業

以外の事業利用や，そこから生じる農協全

体に対する親近感により，農協を継続して

利用する意向が強くなるものとみられる。

一方，最多利用機関が農協である回答者

について，その選択理由として「店舗が家

に近い」を選択した場合の「別の金融機関

と取引する」の割合は33.7％であり，「店

舗が家に近い」を選択しなかった場合の

29.6％とそれほど大きな違いはみられない。

このように農協の店舗が閉鎖された場合

にどのような行動をとるかは，組合員世帯，

年齢，利用している農協事業数や農協への

印象によって異なっている。

一方，最多残高機関の選択ではどのよう

な点が評価されているのだろうか。第４表

は，最多残高機関について「他の金融機関

よりよい点」を示したものである。これを

みると，最多残高機関が農協の場合には，

「店舗が近い」の割合が78.3％で最も高く，

次いで「渉外員が来てくれる」が34.0％で

続いている。最多残高機関の選択において

も農協を利用している回答者では「店舗の

近さ」を重視していることがわかる。

一方郵便局の場合には，「店舗が近い」

に加えて，「経営が安定」の割合が高い点

で農協と異なっている。このうち最多利用

機関は農協を利用している回答者の場合に

は「経営が安定」の割合は50.5％である。こ

れは，農協の12.9％を大きく上回っている。

また，金融商品残高別に「他の金融機関

よりよい点」をみると，「渉外員が来てく

れる」「職員の応対・態度がよい」「経営が

安定」の割合は残高が多いほど高い。とく

に「経営が安定」については，1,000万円

以上の割合は100万円未満の割合の２倍以

上となっており，残高が多い層では最多残

高機関の選択に際して経営の安定性がより
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強く意識されている。

前述したように，正組合員世帯の金融商

品残高が多い層では，最多利用機関は農協

でも，最多残高機関は郵便局である割合が

比較的高い。このような行動をとる一つの

要因は，残高の多い層で経営の安定性を重

視する割合が高いことにあるとみられる。

本稿では地域住民アンケート調査結果よ

り，最多利用機関と最多残高機関の選択に

ついて紹介した。調査結果によると，最多

利用機関として農協を選択した理由とし

て，店舗が家から近いことや公共料金等自

動引落，他事業の利用が評価されているが，

なかでも「店舗が近い」という理由は他の

金融機関に比べて回答割合が高く，農協の

店舗シェアが高い地域ほど最多利用機関が

農協の割合も高くなる傾向がある。最多残

高機関の選択においても，農協を利用して

いる回答者の場合には店舗の近さが評価さ

れている。

しかし一方では，正組合員世帯でも金融

商品残高の多い一部の世帯を中心に，店舗

の近さを評価して最多利用機関は農協で

も，最多残高機関は経営の安定性を重視し

て郵便局を利用するなど，日常的に利用す

る金融機関と金融資産の預入先として選択

する金融機関を区別して利用している世帯

も少なくないことが明らかになった。

ただ最多利用機関の店舗が閉鎖された場

合の行動については，農協の他事業の利用

も影響しており，今後さらに調査を深める

必要があろう。

（研究員　尾高恵美・おだかめぐみ）
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（注）１　色網掛けは合計より５ポイント以上高いことを，下線は合計より５ポイント以上低いことを示す。�
２　最多利用機関のその他は省略した。 　　　　　　　　　�
３　回答割合が上位１０位の選択肢までを示した。�
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